
質問紙調査
・目的︓CGPが患者の精神的苦痛に及ぼす影響および
精神的苦痛に関連する要因を明らかにすること

・対象︓CGPの同意を取得した18歳以上の患者

・期間︓2023年2月-2025年4月

・症例数︓700例

・登録施設︓国立がん研究センター中央病院、
栃木県立がんセンター、順天堂大学医学部附属
順天堂医院、横浜市立市民病院、富山県立中央病院、
名古屋市立大学病院、京都府立医科大学病院

・主要評価項目︓抑うつ

・副次評価項目︓不安、QOL、抑うつの関連要因

予備調査の結果（中央病院）
抑うつ 同意取得時 13%

結果説明時 20%

がん遺伝子パネル検査を受ける患者の苦痛緩和支援

背景
がんゲノム医療中核拠点病院等を中心にがんゲノム医療の提供体制が整備され、2019年の保険償還以降12万件（2026年2月末現在）を超え、増加
傾向である（C-CAT）。

現在、CGP検査の結果が新規治療につながる割合は10%未満と低く、大きな期待からの落差による精神的苦痛への影響が懸念されるが、日本にお
ける実態は明らかではなく、サポート体制も確立されていない。

目的︓ がん遺伝子パネル検査（CGP検査）が患者の精神的苦痛に及ぼす影響の科学的根拠の収集
CGPを受ける患者の精神的苦痛のサポート体制の確立

支援プログラム開発 第4期がん対策推進基本計画ロジックモデル︓
がん医療提供体制等（がんゲノム医療）
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